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　国
際
通
り
一
帯
は
、か
つ
て
は
道
も

な
く
、松
尾
の
丘
陵
に
造
ら
れ
た
墓

が
点
在
し
、ガ
ー
ブ
川
や
安
里
川
の

周
辺
に
湿
地
帯
が
広
が
り
、わ
ず
か

に
壺
屋
や
牧
志(

現
三
越
裏
側)

に
集

落
が
あ
る
那
覇
の
郊
外
で
し
た
。

　琉
球
王
国
時
代
か
ら
昭
和
戦
前

期
に
か
け
て
、商
業
都
市
で
あ
っ
た

那
覇
と
、首
里
城
を
中
心
に
王
都
と

し
て
栄
え
た
首
里
を
結
ぶ
道
は
、

1
4
5
1
年
に
造
ら
れ
た「
長
虹

堤
」と
呼
ば
れ
た
道
を
通
り
、崇
元

寺
か
ら
安
里
を
抜
け
首
里
に
行
く

の
が
一
般
的
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、1
9
2
0
年

(

大
正
9
年)

沖
縄
県
庁
が
西
町
か

ら
現
在
地
へ
新
築
移
転
し
、

1
9
2
5
年(

大
正
14
年)

に
は
那

覇
警
察
署
が
東
町
か
ら
県
庁
前(

現

県
庁
前
広
場)

に
新
築
移
転
し
た
の

を
機
に
、那
覇(

県
庁)

と
首
里
を
結

ぶ
道
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　1
9
3
2
年(

昭
和
7
年)

県
庁

前
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、80
年
前
の

1
9
3
4
年(

昭
和
9
年)

に
開

通
し
、当
時
は『
新
県
道
』と
呼

ば
れ
ま
し
た（
こ
の
道
が
、国
際

通
り
の
前
身
）。こ
れ
以
降
、路

線
バ
ス
も
運
行
し
、那
覇
か
ら
首
里

へ
の
近
道
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　今
回
の
企
画
展
で
は
、「
国
際
通

り
」の
戦
前・戦
後
の
写
真・地
図
を

中
心
に
、写
真
家
金
城
棟
永
氏
か
ら

提
供
い
た
だ

い
た
写
真
を

も
と
に
し
た
、

国
際
通
り
の

店
舗
の
変
遷

も
紹
介
し
ま

す
。

市民・事業者・行政が支え合う協働のまちづくりに取り組む団体、個人を紹介します。

第40回　新垣 幸得さん（那覇クリーンサービス  取締役会長）

まち歩きが観光資源になる那覇に

　市
が
ご
み
の
5
種
類
分
別
を
全
地
域
に
展

開
し
た
の
は
19
年
前
の
平
成
7
年
。広
く
理

解
さ
れ
る
ま
で
多
く
の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
立
役
者
で
あ
る「
ク
リ
ー
ン
指
導
員
」

に
は
、ご
み
の
相
談
や
指
導
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
約
3
0
0
名
の
市
民
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
指
導
員
の
み
な
さ
ん
の

〝
相
談
役
〞と
し
て
関
わ
っ
た
新
垣
幸
得
さ
ん
。

お
仕
事
で
あ
る
家
庭
ご
み
回
収
の
専
門
知
識

を
活
か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、約
20
年
間
、

会
社
ぐ
る
み
で
市
と
の
環
境
行
政
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。当
時
は〝
分
別
さ
れ
な
い
ご
み
は

回
収
し
な
い
〞こ
と
が
市
民
に
理
解
さ
れ
ず
、

苦
情
が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
地
道
な
勉
強
会
と
地
域
の
連
絡
会
な
ど

を
行
い
、地
域
に
合
っ
た
指
導
を
す
る
こ
と
で

市
民
の
理
解
が
除
々
に
深
ま
っ
て
い
っ
た
の
は

印
象
深
い
経
験
だ
っ
た
」と
、当
時
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　そ
し
て
平
成
21
年
、新
垣
さ
ん
の
会
社
と

市
は
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
定
を
締
結
。

「
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
。日
々
の
小

さ
な
活
動
を
継
続

し
て
い
る
だ
け
」

と
話
す
新
垣
さ
ん
。

　会
社
が
あ
る
港

町
周
辺
の
道
路
清

掃
と
歩
道
の
草
取

り
、街
路
樹
の
周

り
に
花
の
植
栽
を
す
る
な
ど
、地
域
の
環
境
美

化
に
も
努
め
て
い
ま
す
。今
で
は
そ
の
活
動
も

認
知
さ
れ
、地
域
の
方
も
清
掃
を
す
る
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
か
ら

新
垣
さ
ん
は
市
の
協
働
大
使
の
活
動
に
共
感

し
、同
年
、大
使
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　「ま
ち
歩
き
が
観
光
資
源
に
な
る
那
覇
に
」

そ
ん
な
ま
ち
が
新
垣
さ
ん
の
目
指
す
も
の
。

各
々
が
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
花
を
植
え
る
こ

と
で
街
並
み
が
鮮
や
か
に
な
り
、ご
み
の
ポ
イ

捨
て
も
少
な
く
な
り
良
い
環
境
が
循
環
す
る
。

「
自
宅
の
玄
関
先
を
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
良

い
」と
、気
負
い
な
く
環
境
美
化
を
継
続
で
き

る
秘
訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
　

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課  

☎
8
6
1
・
3
8
4
6

お
問
い
合
わ
せ

ゆき　  のり

博 物 館 t o p i c s博 物 館 t o p i c s

開館時間 10 時～ 18時（入館は 17 時半まで） ☎ 862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館 862-3762 

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

県
道
開
通
80
周
年
記
念 

国
際
通
り
物
語
Ⅱ

『
あ
の
頃
の
国
際
通
り
』

期
7
月
5
日（
土
）〜
9
月
3
日（
水
）

先月号 (６月号 ) に掲載しました歴史博物館企画展「戦時体制下の沖縄」にお
いて内容に誤りがありました。 お詫びするとともに、下記のとおり訂正させ
ていただきます。　（記事下段13行目）【誤】「小国民」 ⇒ 【正】「少国民」

一
般

　3
0
0
円

費

　沖縄県内で活躍する陶芸家を紹介するシリーズ企画展「現代沖縄陶工展」。今回は今帰仁村で
作陶する小泊良氏をご紹介いたします。（7月15日（火）より一部展示入替）
※アーティストトーク：7月12日（土）14時～
日 7月8日（火）～7月21日（月） 場３階 企画展示室　 費 無料

　ヤチムン（焼物）って何？壺屋焼ってどんなもの？そもそも壺屋ってどんな場所？そ
んな数々の疑問について学べるのがこの企画展！わかりやすい内容で小中学生の夏
休みの自由研究や壺屋焼の入門編としてもぴったりです。ぜひご観覧ください。

7月20日（日）午前10時から1時間程度
常設展の観覧料が必要です（市内の小・中・高校生は無料）
不要。当日、博物館1階受付前に集合して下さい。

日 7月23日（水）～8月24日（日） 場３階 企画展示室　 費 無料

日
費
申

期
7
月
5
日（
土
）〜
7
月
30
日（
水
）

「
絣
と
縞
の
夏
衣
裳
」

国
宝
尚
家
衣
裳
7
月
の
特
別
展
示 ▲むつみ橋交差点（1960年）

現代沖縄陶工展  小泊 良  ～うつわはもっと直感的に自由になれると、息子の頬についたご飯粒が言った～
那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報

ハイサイ壺屋焼　～ヤチムン大発見！～

学芸員と展示を見よう ～常設展ギャラリートーク～

　6月2日（月）、那覇軍用地等地主会が市を訪れ、那
覇港湾施設内への大型MICE施設建設誘致の要請を
行いました。
　大型MICE施設は、県が計画しているもので、国際
会議や展示会、企業イベント等のための2万人規模の
施設を整備するというものです。
　地主会の我那覇祥義会長は「（返還を待たないで）
共同使用による大型MICE施設の整備により、返還後
の跡地利用においても当該地域のポテンシャルがさら
に高まる」として那覇港湾施設内への積極的な誘致の
考えを伝え、地主会としての期待を表明しました。

　6月17日（火）、市役所本庁舎に勤務する全職員
1,120名を対象に約１ヵ月間「救命実務講習」が開始さ
れました。
　市では、市内123店舗のコンビニエンスストアにAED
を設置しており、24時間誰でもAEDが利用できる体制が
整備されつつあるなか、突然の心配停止など重篤な患者
に遭遇した時に市職員として、人命を救う術を身につける
ことを目的としています。    
　講習では、市消防局救急課の職員を講師に、蘇生法
（胸骨圧迫や人工呼吸）及びAEDの取り扱いを学びました。

　6月2日（月）、お客様へのサービス向上と業務の効
率化を図るため、上下水道局お客様センターを開始し
ました。
　窓口業務のほか、水道メーターの検針、上下水道の
使用開始・中止の受付、水道料金・下水道使用料に関
する業務など包括的に民間会社（太閤建設・第一環境
連合体）へ委託することになりました。　
　業務を委託することで、業務時間を平日午後6時ま
での延長と土曜日も業務を実施することになります。

大型MICE施設の誘致を
要請
大型MICE施設の誘致を
要請

6
２

6
17

6
２

「平成26年度那覇市職員救命
 実務講習」が行われました
「平成26年度那覇市職員救命
 実務講習」が行われました

上下水道局
お客様センター開始
上下水道局
お客様センター開始
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▲小泊良展示会

訂

　正

ち
ょ
う 

こ
う

き
ん
じ
ょ
う 

と
う 

え
い

て
い
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